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1 高速道路の概要
1.1 高速道路（高規格幹線道路）網

○高規格幹線道路網 14,000km（高速自動車国道 11,520km、一般国道自動車専用道路 2,480km)

高規格幹線道路 路線図

※高速自動車国道には「高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路を含む。
「平成28年度 道路関係予算概要 国土交通省」より

1
Ｈ28.4.1時点

出典：国土交通省資料



1.2 高速道路の構成

本 線

○高速道路は「本線、接続施設、休憩施設」で構成される。

接続施設（インターチェンジ、ジャンクション、スマートインターチェンジ）

・インターチェンジ ：高速道路と一般道路を連結する道（ランプ）を介して接続する施設
ジ ク 高速道路相 を連絡す 道（ プ）を介 接続す 施設

・車道、路肩、中央帯等による道路面のほか、盛土や切土等ののり面、橋・高架、トンネルなどの構造物等で構成される高速道路本体※

休憩施設（ＳＡ、ＰＡ）

・ジャンクション ：高速道路相互を連絡する道（ランプ）を介して接続する施設

・スマートインターチェンジ：高速道路の本線やサービスエリア、パーキングエリア、バスストップから乗り降りができるように設置し
たインターチェンジで、通行可能な車両はETCを搭載した車両に限定

・サービスエリア（ＳＡ） ：駐車場、園地、公衆便所（身体障害者用便所含む）、無料休憩所の他に、営業施設として食堂、給油所
（修理所含む）、売店等のサービス機能を備えた休憩施設

・パ－キングエリア（ＰＡ） ：駐車場、園地、公衆便所および売店等のサービス機能を備えた休憩施設で必要に応じて給油所を設置
・設置間隔 休憩施設：１５ｋｍ（最大 ２５ｋｍ）、サービスエリア相互：５０ｋｍ（最大 １００ｋｍ）

インタ－チェンジ

休憩施設休憩施設

ジャンクション インタ－チェンジ

本線

側道 側道

一般道

スマ－トインタ－チェンジ

本
線

一般道

※ 高速道路には側道が併設される場合が多い

出典：道路構造令の解説と運用、設計要領 第４集 本線幾何構造設計要領、設計要領 第４集 休憩施設設計要領、国土交通省 ＨＰ
※： 本委員会における定義

図-1 高速道路の概念図
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※ 高速道路には側道が併設される場合が多い



1.3 高速道路の車線運用

○高速道路の車線運用を、以下に例示する。

完成４車線
（または完成６車線）

暫定２車線

※完成４車線の場合

暫定２車線
（または暫定４車線） （将来整備予定）

※暫定２車線の場合

完成２車線

※建築限界
交通の安全を確保するため道路，軌道，

鉄道上において障害となる工作物や構築鉄道上において障害となる工作物や構築
物の設置が許されない空間範囲
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1.4 高速道路の本線の構成
○高速道路の本線は「土工部、橋梁・高架部、トンネル部等」で構成される。

また、付属施設として、交通安全施設や交通管理施設等が設置され、それを管理・運用するための電気
ケーブル、通信ケーブル等を収容する管路や排水施設等が、埋設・添架されている。

附属施設

土工部

土工部の例

附属施設

交通安全施設

交通管理施設

橋梁・高架部

管路

交通管理施設

その他

本線

トンネル部

ト ネ 部 例

管路

通信

電力トンネル部の例
橋梁・高架部の例

ボックス部

電力

水

※「ボックス部」及び「掘割部」は、採用箇所が少ない
ため、今回は対象外とする。

ボックス部

ボックス部の例

掘割部

掘割部の例
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1.4.1 土工部

○土工部は「盛土部」と「切土部」がある。

また、盛土部にはのり面の保護工、盛土内の横断ボックス、盛土基礎地盤の改良等、様々な形状がある。

（切土部）（盛土部）
完成４車線の例 暫定２車線の例

暫定２車線の位置により、完成４車線のために必要な拡幅位置
が変わる （上図は 暫定を左側に集約して完成断面を右側の

（盛土） （盛土）

のり面形状の違いの例 道路横断、原地盤改良の例

が変わる。（上図は、暫定を左側に集約して完成断面を右側の
み拡幅する場合）

ブロック積等によりのり面を急勾配化
（0.5～1.5程度）

ボックス構造により一般道や水路が高速
道路の下を横断する。

コンクリートパネル等によりのり面を
急勾配化（直～0.5程度）
背面（盛土内）に引張材を埋設。

原地盤が軟弱地盤の場合、ドレ－ン材を
打設したり、硬化剤で地盤改良している
場合がある。
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1.4.2 橋梁・高架部

○橋梁・高架部は、「鋼橋、コンクリ－ト（ＰＣ）橋」等様々な形式がある。

鋼橋の場合 コンクリ－ト橋の場合

【橋梁】

参 考完成４車線の例

河川、渓谷、湖沼、
海峡あるいは他の
道路、鉄道、水路
等の上方にこれら等の上方にこれら
を横断するために
建設される構造物

出典：東日本高速道路株式会社 ＨＰ

【高架】

地上に連続して架連続 架
けられた橋
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1.4.3 トンネル部
○トンネル部は「本坑（本線トンネル）」のほか、延長の長いトンネルでは「避難坑」が併設する場合

がある。

ジェットファン
本 坑本 坑 3D（30ｍ）程度：D=トンネル直径

完成４車線の例

避難坑

インバ－ト

本坑

避難坑

※避難坑の設置例（関越自動車道 関越トンネル） 7

出典：東日本高速道路株式会社 ＨＰ資料から作成



1.4.4 附属施設
○高速道路には、管理上の目的や情報提供を目的とする附属施設が設置される。

また、附属施設を管理・運用する電気ケーブルや通信ケーブル等を収容する管路や排水施設等が埋設・添
架される。なお、通信ケ－ブルは一般回線（幹線）を含む場合が多い。

付属施設の種類 管路

管路設置（電線ケーブルの場合）附属施設

交通安全施設

照 明

通信

メタル

光

防 護 柵

交通安全施設

電力

標識 情報版
水

光

そ の 他

交通管理施設

多孔陶菅の埋設位置

コンクリート

多孔陶菅

保護土

標識・情報版

換気（トンネル）

その他非常用（防災）施設

多孔陶菅の埋設位置

コンクリート

保護土

融 雪

トンネル部の管路設置（例）土工部の管路設置（例）その他

そ の 他
電線菅の埋設位置

電線菅

ETC設備

融 雪

休憩施設（SA,PA）

壁高欄内埋込

壁高欄外側添架

床板下吊下げ

中分側時覆部埋込

そ の 他

橋梁部の管路設置（例）

出典：設計要領 第七集 電気施設編
8
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2 高速道路の要求性能

○パイプラインの設置により「高速道路の要求性能」を損なわないことを前提とする。

高速道路の要求性能

①構造物の安全性・修復性 ②利用者の安全性

高速道路の要求性能

常時及びレベル１地震時は、健全性を損なわない。
レベル２地震時は、損傷が限定的なものにとどま
り 機能の回復が速やかに行い得る

高速道路利用車両が安全に
通行できる。

り、機能の回復が速やかに行い得る。

レベル１地震動：供用期間中に発生する確率が高い地震動
レベル２地震動：供用中に発生する確率は低いが大きな強度を持つ地震動

●検討方針

１）パイプラインの設置箇所

●検討方針

道路構造毎にパイプライン設置の可能性がある箇所を抽出

２）「要求性能」を確保する「技術的検討項目」を抽出

道路構造毎にパイプライン設置の可能性がある箇所を抽出

２）「要求性能」を確保する「技術的検討項目」を抽出

抽出箇所に対して要求性能を確保するための「技術的検討項目」を洗い出し
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3 技術的検討項目の洗い出し
3.1 土工区間の検討項目

○土工区間における「パイプラインの設置箇所」と「検討項目」の洗い出し。

1）パイプラインの設置箇所

パイプラインの設置箇所 （参考図）片側が盛土、片側が切土の場合

露 出

①路体上部

埋 設

⑥路面付近部

②路体下部

③のり面部

（側道部） （路体下部）

（路体上部）

④原地盤部

⑦のり面部

⑤側道部

○：パイプライン設置（参考例）

路床部：路面（舗装面）から約１ｍの深さのため、管路の
最小土被り（1 2ｍ未満）より対象外とする最小土被り（1.2ｍ未満）より対象外とする。

常時 地震時 常時 地震時

構造物の安全性・修復性 利用者の安全性

安全施設
の保全

管理施設
の保全

事故時の
被害拡大防止

道路損傷時
の早期復旧

のり面の安定 盛土の安定　　　　　　　　　　　　　検討項目

パイプラインの設置箇所

道路の要求性能

①路体上部 - - ● ● ● - - -

②路体下部 - - ● ● ● - - -

③のり面部 ● ● - - ● - - ●

④原地盤部 - - ● ● - - - -

⑤側道部 - - - - ● - - -

埋設

⑤側道部

⑥路面付近部 - - - - ● ● ● ●

⑦のり面部 ● ● - - ● ● ● ●
露出
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3.2 橋・高架区間の検討項目
○橋・高架区間における「パイプラインの設置箇所」と「検討項目」の洗い出し。

１）パイプラインの設置箇所

パイプラインの設置箇所

（参考図）河川横断橋の場合

埋 設 露 出

②上部工 ③下部工①原地盤

○：パイプライン設置（参考例）

常時 地震時 常時 地震時 常時 地震時

埋設 ①原地盤部 - - ● ● ● ● ● - - -

②上部 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

基礎工の安定 事故時の
被害拡大防止

構造物の安全性・修復性 利用者の安全性

上部工の安定 下部工の安定 道路損傷時
の早期復旧

安全施設
の保全

管理施設
の保全

道路の要求性能

　　　　　　　　　　　　検討項目

パイプラインの設置箇所

②上部工 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③下部工 - - ● ● ● ● ● ● ● -
露出
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3.3 トンネル区間の検討項目

（参考図：本坑「監視員通路有の場合）

○トンネル区間における「パイプラインの設置箇所」と「検討項目」の洗い出し。

１）パイプラインの設置箇所

パイプラインの設置箇所

埋 設

避難坑本 坑

埋 設埋 設

①路面下
（埋戻し、原地盤）

埋 設

①路面下
（原地盤）

（参考図：避難坑の場合）

道路の要求性能

検討項目

構造物の安全性・修復性 利用者の安全性

トンネル 安定

○：パイプライン設置
（参考例）

常時 地震時

埋設 ①路面下 ● ● ● - - ●

　　　　　　　　　　　　検討項目

パイプラインの設置箇所

事故時の
被害拡大防止

トンネルの安定 道路損傷時
の早期復旧

安全施設
の保全

管理施設
の保全

※避難坑の建築限界：緊急自動車の建築限界相当（2.9ｍ
×3.2ｍ）と歩行者の建築限界（0.75ｍ×2.0ｍ）を確保。
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3.4 パイプライン設置箇所毎の検討項目の抽出

○道路構造毎のパイプライン設置箇所における技術的検討項目の抽出結果を示す。
道路の要求性能の検討結果を踏まえ、施工方法や経済性（コスト）等のその他項目についても
今後検討を行う。

パイプライン設置箇所（道路構造別）の検討項目の抽出結果

　　　　　検討項目 道路の要求性能

今後の検討内容

構造物 安全性 修復性 者 安全性

の
り
面
の

盛
土
（

切

上
部
工
の

下
部
工
の

基
礎
工
の

ト
ン
ネ
ル

道
路
損
傷

○
○
○
○

○
○
○
○

安
全
施
設

管
理
施
設

事
故
時
の

○
○
○
○

○
○
○
○

施
工
方
法

経
済
性

○
○
○
○

構造物の安全性・修復性 利用者の安全性

の
安
定

切
土
）

の
安
定

の
安
定

の
安
定

の
安
定

ル
の
安
定

傷
時
の
早
期
復
旧

○
○
○

○
○
○

設
の
保
全

設
の
保
全

の
被
害
拡
大
防
止

○
○
○

○
○
○

法 （

管
径
の
違
い
に

○
○

パイプラインの
設置箇所

旧 止

露出 ● ● - - - - ● ● ● ●

埋設 ● ● - - - - ● ● ● -

露出 ● ● ● ● ● ● ●

に
よ
る
コ
ス
ト
比

設置箇所

土　　工

露出 - - ● ● ● - ● ● ● ●

埋設 - - - - ● ● ● ● ● -

トンネル 埋設 - - - - - ● ● ● ● -

橋（高架）
比
較
等
）
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【参考資料】

14



１）道路（土工構造物）の技術基準（引用）
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２）「道路土工」に示される要求性能の例

重要度
想定する作用

重要度１ 重要度２

常時の作用 性能１ 性能１

カルバ－トの要求性能の例

重要度
想定する作用

重要度１ 重要度２

常時の作用 性能１ 性能１

土工構造物の要求性能の例

常時の作用 性能１ 性能１

地震動の作用
レベル１地震動 性能１ 性能２

レベル２地震動 性能２ 性能３

「道路土工 カルバート工指針 P53」

常時の作用 性能１ 性能１

降雨の作用 性能１ 性能１

地震動の作用
レベル１地震動 性能１ 性能２

レベル２地震動 性能２ 性能３

盛土の要求性能の例 軟弱地盤上の土工構造物の要求性能の例（盛土の例）

「道路土工要綱 P34」

重要度
想定する作用

重要度１ 重要度２

常時の作用 性能１ 性能１

降雨の作用 性能１ 性能１

重要度
想定する作用

重要度１ 重要度２

常時の作用 性能１ 性能１

降雨の作用 性能１ 性能１

地震動の作用
レベル１地震動 性能１ 性能２

レベル２地震動 性能２ 性能３

「道路土工 盛土工指針 P85」

地震動の作用
レベル１地震動 性能１ 性能２

レベル２地震動 性能２ 性能３

「道路土工 軟弱地盤対策工指針 P97」

重要度
想定する作用

重要度１ 重要度２

擁壁の要求性能の例

常時の作用 性能１ 性能１

降雨の作用 性能１ 性能１

地震動の作用
レベル１地震動 性能１ 性能２

レベル２地震動 性能２ 性能３レベル２地震動 性能２ 性能３

「道路土工 擁壁工指針 P44」
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